日本生物物理学会北海道支部会

講演会のお知らせ
日時：2007年5月15日（火）16:00〜
場所：理学部5号館3階5-3-04号室
講師：澤井　仁美　博士
所属：日本学術振興会特別研究員・岡崎統合バイオサイエンスセンター
演題：ヘム含有グロビンタンパク質の新しい機能
講演概要　　

　約10年前までヘム含有グロビンタンパク質の機能は、酸素の貯蔵運搬であると定義されていた。しかし近年のゲノム解析により、ヘム含有グロビンタンパク質をセンサー部位とするタンパク質の存在が明らかになった。本講演では、このようなグロビン型センサータンパク質について、明らかにした最新の結果を含めて紹介する。
　　　　　　　　　　　　　　　連絡先：北海道大学大学院理学研究院　化学部門
物理化学分野　構造化学研究室

石森浩一郎
　　　　（koichiro@sci.hokudai.ac.jp, TEL：内線2707）
